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9名の議員が登壇

桜
川
市
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

は
、
一
日
・
一
年
を
通
し
て
、
自
宅

で
生
活
す
る
よ
り
、
小
中
学
校
の
屋
根
の

下
で
生
活
す
る
時
間
の
ほ
う
が
長
く
、
﹁
子

ど
も
の
命
を
守
る
﹂
た
め
に
も
学
校
校
舎

が
危
険
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
災

害
時
の
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
と
い
う
根

拠
の
も
と
、
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強

工
事
は
合
併
特
例
債
事
業
に
組
み
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
来
年
度
で
中
学
校
に
つ
い

て
は
す
べ
て
行
わ
れ
、
今
後
、
児
童

生
徒
の
減
少
の
中
で
、
検
討
委
員
会
で
議

論
し
検
討
し
た
中
で
考
え
、
耐
震
補
強
に

つ
い
て
は
我
々
と
し
て
も
努
力
し
ま
す
。

﹁
市
民
主
役
﹂
の
多
目
的
複
合
施
設

建
設
を

避
難
場
所
と
い
う
観
点
か
ら
は
早

急
に
建
設
を
願
う
が
、
経
済
危
機

で
あ
る
今
、
今
後
、
交
付
税
や
税
収
が
大
幅

に
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
一

八
億
円
以
上
の
立
派
な
建
物
が
必
要
な
の

か
。

　
ま
た
、
年
間
二
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
か
か

る
維
持
管
理
費
に
関
し
、
子
ど
も
を
持
つ

世
代
の
市
民
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
不
安
は

大
き
く
、
﹁
市
民
主
役
﹂
の
観
点
か
ら
、
最

後
に
今
一
度
、
広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
議
会
で
実
施
設
計
に
議
決

を
い
た
だ
い
た
経
緯
が
あ
り
、
五

十
年
後
、
一
〇
〇
年
後
建
て
て
よ
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
建
物
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

風野和視 議員

学
校
の
耐
震
補
強
を

合
併
特
例
債
事
業
で

合
併
特
例
債
事
業
の
今
後
の
予
定

は
。

市
長
公
室
長
　
平
成
二
十
一
年
度

は
、
岩
瀬
駅
南
北
跨
線
橋
に
つ
い

て
概
略
設
計
、
基
本
設
計
に
入
り
ま
す
。
図

書
館
に
つ
い
て
も
庁
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
図

書
館
を
望
む
市
民
は
三
六
％
だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
維
持
管
理
費

ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
公
室
長
　
旧
岩
瀬
町
時
代
の
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
図
書
館
を
約
七

割
の
方
が
望
ん
で
お
り
、
新
市
建
設
計
画
に

盛
り
込
み
ま
し
た
。
今
後
は
十
分
に
検
討
し

な
が
ら
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
が
一
六
％
半
ば

と
い
う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

合
併
特
例
債
事
業
の
見
直
し
も
必
要
で
は

な
い
か
。市

長
　
旧
三
町
村
の
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
真

剣
に
論
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
と
め  

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
跨
線
橋
や
図
書
館
建
設
を
凍
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
英
断
で
す
。
多
く
の
市
民
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
の
か
再
検
討
す
べ
き
で
す
。

桜
川
市
の
農
業
に
つ
い
て

国
の
求
め
て
い
る
農
業
形
態
に
対

し
、
桜
川
市
の
農
業
状
況
は
。

経
済
部
長
　
高
齢
化
等
が
進
む
中

で
、
集
積
率
は
四
〇
・
五
％
を
占
め

国
が
望
む
形
態
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

生
産
調
整
の
実
態
、
さ
ら
に
は
補

助
金
・
交
付
金
は
。

経
済
部
長
　
土
地
利
用
の
集
積
の

見
込
み
も
進
み
、
そ
れ
に
対
す
る

助
成
額
が
不
足
し
、
二
、
七
七
四
万
六
、
〇

〇
〇
円
補
正
し
ま
し
た
。

農
業
に
対
す
る
市
の
考
え
方
・
今

後
の
支
援
策
は
。

市
長
　
国
の
政
策
に
基
づ
き
各
種

補
助
事
業
を
取
り
入
れ
、
認
定
農

業
者
の
育
成
、
新
規
就
農
者
の
促
進
・
農
地

の
集
積
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
と
め  

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く

な
る
。
生
産
調
整
を
含
め
、
平
成
二
十
一
年
度
も

土
地
利
用
集
積
の
達
成
率
が
高
く
な
っ
た
場
合
、

同
じ
対
応
を
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

勝田道雄 議員

合
併
特
例
債
事
業

見
直
し
の
考
え
は

防
災
無
線
は
国
の
方
針
と
し
て
、

一
市
町
村
一
波
と
な
っ
て
い
る
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
、
事
業
計
画
、
事

業
の
概
算
費
用
、
ま
た
、
合
併
特
例
債
を

使
っ
た
整
備
は
。

市
民
生
活
部
長
　
桜
川
市
で
は
平

成
二
十
三
年
度
完
成
を
目
標
に
、

一
市
町
村
一
波
に
統
合
す
る
た
め
、
平
成

十
八
年
八
月
に
移
行
計
画
書
を
出
し
て
い

ま
す
。

　
整
備
費
用
は
、
市
内
の
半
数
の
世
帯
に

戸
別
受
信
機
を
設
置
し
た
場
合
に
、
移
動

局
と
合
わ
せ
て
約
一
二
億
円
く
ら
い
か
か

り
ま
す
。
市
の
負
担
割
合
は
、
防
災
基
盤
整

備
事
業
の
場
合
は
五
五
％
、
合
併
特
例
債

事
業
の
場
合
は
三
四
％
と
な
り
ま
す
。

市
長
　
桜
川
市
も
合
併
後
四
年
目

を
迎
え
、
合
併
特
例
債
事
業
を
見

直
す
時
期
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
防
災
無

線
整
備
事
業
も
合
併
特
例
債
事
業
と
し
て

整
備
で
き
る
か
、
議
員
の
皆
様
と
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

平
成
二
十
一
年
度

重
点
施
策
に
つ
い
て

重
点
施
策
の
事
業
内
容
と
そ
れ
ら

を
実
行
し
て
い
く
た
め
の
課
題
、

懸
案
事
項
は
あ
る
の
か
。
十
月
に
市
長
と

し
て
任
期
満
了
と
な
る
が
、
二
期
目
の
市

政
運
営
に
対
す
る
意
欲
、
出
馬
の
意
思
は

あ
る
の
か
。

総
務
部
長
　
多
岐
に
わ
た
る
事
業

が
あ
り
ま
す
が
、
補
助
金
や
交
付

金
、
有
利
な
地
方
債
の
財
源
を
見
直
し
、
極

力
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
少
な
く
す
る

工
夫
を
し
て
事
業
を
円
滑
に
執
行
し
た
い
。

市
長
　
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
議
員

各
位
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
の
ご
賛
同
を

得
ら
れ
れ
ば
、
引
き
続
き
二
期
目
も
し
っ

か
り
と
市
政
運
営
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆川光吉 議員

防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
事
業
に
は
、
前
期
事

業
に
岩
瀬
駅
の
南
北
通
路
と
図
書

館
、
後
期
事
業
で
庁
舎
の
建
設
計
画
が
あ

る
が
、
こ
の
二
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
岩
瀬
駅
跨
線
橋
及
び
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の
岩
瀬

議
会
で
採
択
し
た
経
緯
も
あ
り
、
前
期
の

合
併
特
例
債
事
業
と
し
て
完
全
に
実
施
を

し
て
い
き
た
い
。

　
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
が
四

〇
〇
人
以
下
に
な
っ
た
と
き
や
老
朽
化
を

視
野
に
入
れ
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら

議
会
の
四
常
任
委
員
会
等
に
い
ろ
い
ろ
提

案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
進
め
て
い
き
た

い
。

総
合
計
画
内
に

小
・
中
学
校
の
建
設
は

桜
川
市
第
一
次
総
合
計
画
の
中
に

小
・
中
学
校
の
新
し
い
建
設
は

入
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長
　
桜
川
市
の
幼
稚
園
二

園
、
小
学
校
六
校
、
中
学
校
三
校
が

新
耐
震
基
準
以
前
に
建
築
さ
れ
た
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
改
築
や
耐
震
補
強

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
老
朽
施
設
の
改
善

や
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
主
要
事
業

と
し
て
公
立
学
校
施
設
整
備
事
業
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

大塚秀喜 議員

合
併
特
例
債
事
業
の

今
後
の
計
画
に
つ
い
て

築 30 年以上の校舎で学習する児童

現在の岩瀬駅舎
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一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
経

済
危
機
に
あ
る
今
日
、
収
税
率
の

向
上
策
は
。

市
長
　
合
併
当
初
は
収
税
状
況
八

四
％
と
県
下
四
十
四
市
町
村
中

ワ
ー
ス
ト
四
位
、
平
成
十
九
年
度
の
決
算

に
お
い
て
は
収
税
率
八
九
％
と
五
ポ
イ
ン

ト
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は
収
税
向
上
の

た
め
に
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
や
差
し
押
さ
え
等

を
考
え
て
い
ま
す
。

滞
納
整
理
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は

全
職
員
で
実
施
し
て
い
る
滞
納
整

理
の
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

総
務
部
長
　
収
税
向
上
対
策
本
部

を
組
織
し
、
市
内
を
四
十
九
区
に

分
割
し
三
四
六
名
の
職
員
で
訪
問
戸
数
八

九
七
戸
、
う
ち
四
四
七
戸
か
ら
二
、
〇
二
二

万
円
の
収
税
効
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
訪
問
時
間
や

人
数
、
実
施
回
数
、
時
間
、
推
進
税
目
等
の

検
討
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

定
額
給
付
金
受
け
取
り
拒
否
の
方
に

募
金
協
力
を

定
額
給
付
金
の
受
け
取
り
拒
否
を

さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
市
財
に
募

金
協
力
を
お
願
い
し
て
は
。

市
長
公
室
長
　
市
に
ご
寄
附
を
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
募
金
に
至
る
ま
で
に
は
い
く
つ

か
の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
定
額
給
付
金

の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
募
金
協
力
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

も
っ
と
広
告
収
入
の
努
力
を

広
告
収
入
に
対
す
る
努
力
が
足
り

な
い
の
で
は
。

市
長
公
室
長
　
広
報
さ
く
ら
が
わ

の
有
料
広
告
は
、
平
成
十
九
年
度

は
八
企
業
で
八
四
万
円
、
平
成
二
十
年
度

は
十
四
企
業
で
一
四
六
万
円
の
収
入
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
、
封
筒
類
、
公
用
車

等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
特
に
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

上野征一 議員

収
税
率
の
向
上
策
は

こ
れ
か
ら
の
財
政
の
見
通
し
と
景

気
対
策
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
具

体
的
に
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
財

源
の
確
保
と
歳
出
削
減
に
つ
い
て
も
伺
い

た
い
。

総
務
部
長
　
財
政
の
見
通
し
と
対

策
に
つ
い
て
は
、
市
の
景
気
対
策

と
し
て
、
桜
川
市
小
規
模
事
業
者
登
録
手

続
要
綱
を
制
定
し
、
市
内
の
小
規
模
業
者

に
も
受
注
の
機
会
が
で
き
る
よ
う
、
新
年

度
四
月
一
日
よ
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
税
収
の
見
通
し
は
現
在
、
地
域
財
政
計

画
の
策
定
中
で
あ
り
、
三
月
中
に
中
期
財

政
計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、
議
員
に
お
示

し
し
た
い
。

　
歳
出
削
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
集
中
行
財
政
改
革
の
中
で
﹁
集
中

改
革
プ
ラ
ン
﹂を
実
施
し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
経
費
の
削
減
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
市
税
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
法
人
税

と
市
民
税
が
落
ち
込
み
、
来
年
度
は
か
な

り
厳
し
く
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
に
よ
る
行
政
事
務
の

停
滞
は

今
回
、
部
長
職
が
六
名
も
退
職
す

る
が
、
人
事
異
動
に
よ
る
行
政
事

務
の
停
滞
が
あ
る
の
で
は
。

市
長
公
室
長
　
定
年
退
職
に
つ
い

て
は
、
勤
め
人
の
定
め
で
毎
年
必

ず
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
人
事
異
動
が
あ
る

わ
け
で
す
。

　
事
務
の
停
滞
を
招
か
な
い
た
め
に
三
月

中
旬
に
は
異
動
内
示
を
示
し
、
事
務
引
き

継
ぎ
を
行
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
仮
に
退
職
者
が
あ
っ
て
も
、
在
職

中
の
懸
案
事
項
等
に

つ
い
て
は
、
引
き
続

き
後
任
者
が
責
任
を

持
っ
て
事
務
の
引
き

継
ぎ
を

行
っ
て

い
ま
す
。

高田重雄 議員

財
政
の
見
通
し
と

景
気
対
策
に
つ
い
て

大
和
中
校
舎
も
で
き
上
が
り
、
真

壁
公
民
館
の
建
て
か
え
も
具
体
化

し
て
き
た
。

　
ほ
か
の
合
併
特
例
債
事
業
︵
岩
瀬
駅
跨

線
歩
道
橋
、
ミ
ニ
図
書
館
、
本
木
バ
イ
パ

ス
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
坑
口
休
憩
施
設
な
ど
︶

は
、
見
直
し
を
し
て
規
模
を
縮
小
し
て
は

ど
う
か
。
合
併
特
例
債
と
い
っ
て
も
、
三
割

は
借
金
で
あ
る
。
無
駄
な
箱
物
を
つ
く
る

時
代
で
は
な
い
。

市
長
　
跨
線
橋
は
設
計
委
託
費
を

計
上
し
、
図
書
館
は
規
模
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
本
木
バ
イ
パ
ス
は
地
権
者

の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

公
立
病
院
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

︵
外
部
委
託
︶
の
メ
リ
ッ
ト
は

公
立
病
院
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
公
立
病
院
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
四
つ
の
形
態

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

二
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

三
、
独
立
行
政
法
人
化

四
、
民
営
化

岩
瀬
駅
前
自
転
車
置
き
場
の
整
備
を

放
置
自
転
車
を
定
期
的
に
撤
去
す

る
と
と
も
に
、
出
向
い
て
い
る
市

役
所
職
員
に
も
み
ず
か
ら
が
動
い
て
整
理

整
頓
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
設
部
長
　
年
に
二
回
撤
去
を
し

て
い
ま
す
。

菊池節子 議員

合
併
特
例
債
は

規
模
縮
小
の
方
向
で

見
直
し
を

建
物
に
隣
接
す
る
住
民
か
ら
、
境

界
か
ら
最
低
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
け

て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
る
が
。

教
育
長
　
建
物
の
下
宿
側
は
、
園

路
の
幅
員
と
し
て
現
況
確
保
、
大

和
町
側
は
道
路
七
メ
ー
ト
ル
に
歩
道
三

メ
ー
ト
ル
を
確
保
し
建
設
す
る
予
定
で
す
。

現
図
で
は
下
宿
側
は
四
〜
五
メ
ー

ト
ル
あ
い
て
い
る
の
に
三
メ
ー
ト

ル
以
下
に
削
り
、
一
般
車
両
も
通
れ
な
く

な
る
の
は
、
生
活
環
境
が
激
変
し
住
民
に

不
便
を
来
す
。

　
北
側
は
十
六
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
い
て
お

り
、
そ
の
先
も
市
の
土
地
。
建
物
が
住
宅
密

集
地
の
南
西
側
に
寄
り
過
ぎ
、
騒
ぎ
の
原

因
を
行
政
が
つ
く
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
。

市
長
　
基
本
的
な
考
え
方
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
発
掘
調
査
の
結
果

も
見
て
整
合
性
を
と
り
考
え
ま
す
。

駐
車
場
用
地
取
得
の
経
過
は
。

教
育
次
長
　
平
方
メ
ー
ト
ル
単
価

三
万
五
、
二
〇
〇
円
で
、
平
成
二
十

年
度
に
二
回
に
分
け
て
売
買
し
、
合
計
約

二
、
九
〇
〇
万
円
で
す
。
非
課
税
限
度
額
は

一
、
五
〇
〇
万
円
で
す
が
、
非
課
税
額
が

三
、
〇
〇
〇
万
円
に
増
え
る
か
、
税
務
署
と

現
在
協
議
中
で
す
。

教
育
長
　
分
筆
し
二
回
に
分
け
て

売
買
し
た
の
は
、
進
入
路
拡
幅
と

税
の
対
策
の
た
め
で
す
。

ま
と
め  

住
民
は
納
税
に
努
め
て
い
る
。
税

対
策
の
協
議
も
度
が
過
ぎ
れ
ば
脱
法
行
為
。

納
税
者
は
公
正
公
平
に
扱
い
、
近
隣
住
民

の
声
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

林　悦子 議員

多
目
的
複
合
施
設

建
設
に
関
す
る

問
題
点
に
つ
い
て

岩瀬駅前の自転車置き場には多くの放置自転車が
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市民本位の温かな議会だよりづくりを
視察日：平成 21 年 2 月 4 日（水）〜 5 日（木）

視察先：千葉県銚子市議会　中央電気工業株式会社（茨城県鹿嶋市）

　　　　鹿嶋警察署

千葉県銚子市議会
　銚子市議会は、創刊以来、今日までに188号もの議会

だよりを発行し続けてきました。

　議会だよりの紙面割りは従来から全頁の半分を一般質

問に費やしているとのことですが、これは議会における

一般質問が民意を反映する大変重要なものと位置づけ、

正確に市民に伝えられるようできる限り詳細に記載して

いるとのことです。

　また、発行に当たって体の不自由な方を配慮し、点字

の郵送や音声テープを盲人協会に配送するなど、すべて

の市民に議会活動を理解していただくとともに、親しみ

の持てる議会だよりづくりを心がけているとのことです。

市民本位の温かな議会だよりづくりがうかがえ、本市の

議会だよりづくりの参考となるものが多くありました。

議会広報特別委員会

山梨県韮崎市議会
　韮崎市議会は、市民に開かれた分かりやすい議会を目

指して、会議録検索システムの導入やインターネット配

信による議会公開、議会議員政治倫理規程の制定、一般

質問時の一問一答方式の導入、財務常任委員会の設置等

の議会の改革を実施してきたとのことです。

　現在は、議員定数や政務調査費の見直し、議員の審議会

委員等への就任の見直し等を検討しているそうです。

　本市議会においても、種々の議会活動に取り組み、随

時、審議・見直しを図ることで市民に開かれた分かりや

すい議会づくりに努めたいと思います。

分かりやすい議会づくりを目指して
視察日：平成 21 年 1 月 29 日（木）〜 30 日（金）

視察先：山梨県韮崎市議会　ぶどうの丘（山梨県甲州市）

議会運営委員会中央電気工業株式会社
　中央電気工業（株）鹿島工場では、環境事業は合金鉄

事業で培った創業技術を生かして民間初の焼却灰溶融処

理事業を開始し、現在は「廃棄物溶融リサイクルセン

ター」として、一般廃棄物焼却灰や産業廃棄物の溶融処

理を通じた無害化を行っているとのことです。

　本市においてもごみの問題がたびたび指摘されます

が、増え続けるごみを減らす工夫をするとともに、地球

環境を考慮した資源再利用型循環社会の構築が望まれま

す。

鹿嶋警察署
　鹿嶋警察署では、管内の刑法犯や交通事故発生状

況などの治安概況についての説明を受け、その後、

警備艇に乗船し重要港湾施設に対する警戒活動を視

察しました。

　今後も議会広報特別委員会においては、視察研修

により知識・見聞を広げるとともに、そこで学んだ

ことから課題の検討や改善をすることで、市民から

親しまれる議会だよりづくりに努めてまいります。

ぶどうの丘
　山梨県甲州市では、明治から昭和初期にかけてつくら

れた「近代産業遺産」が数多く残され、これに着目して

保存整備と活性化構想を策定し、産業遺産を遊歩道で結

ぶことにより交流人口増の地域活性化を図っているとの

ことでした。

　現在、全国の市町村で地域の資源を生かした取り組み

が進められていますが、本市においても地域の歴史や伝

統に目を向け、地域経済と資源の有機的連携が図れるま

ちづくりが地域の活性化につながると実感しました。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は

な
ぜ
必
要
な
い
の
か
。

　
桜
川
は
市
の
真
ん
中
を
流
れ
て
い
る
。

安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
作
成
す
べ
き
だ
。

い
つ
防
災
マ
ッ
プ
は
市
民
の
手
に
渡
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長
　
桜
川
は
県
の
管

理
す
る
河
川
で
、
水
防
法
に
基
づ

き
浸
水
想
定
区
域
図
を
公
表
さ
れ
な
い
状

況
で
、
法
的
に
は
つ
く
る
義
務
は
生
じ
て

い
ま
せ
ん
が
、
必
要
性
を
否
定
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
内
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
四
月

中
に
配
布
の
予
定
で
す
。

下
水
道
接
続
支
援
事
業
に
つ
い
て

下
水
道
接
続
支
援
事
業
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

上
下
水
道
部
長
　
補
助
金
交
付
要

綱
を
制
定
、
平
成
二
十
年
十
二
月

に
交
付
し
、
運
用
の
た
め
指
定
工
事
店
及

び
個
別
に
接
続
依
頼
と
補
助
金
の
制
度
に

つ
い
て
周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
前
の
世
帯
に

補
助
を
す
る
件
は
、
県
の
条
例
も
あ
り
で

き
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
以
前
に
設
置

済
み
の
世
帯
へ
の
補
助
は

制
度
を
曲
げ
ろ
と
は
言
っ
て
い
な

い
。
他
市
で
も
自
前
の
補
助
は
し

て
い
る
。
庁
議
に
か
け
て
妥
協
点
を
探
す

こ
と
も
公
平
・
公
正
な
行
政
で
は
な
い
か
。

市
長
　
真
摯
に
受
け
と
め
な
が
ら
、

今
後
、
行
政
の
中
で
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

川那子秀雄 議員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
を


